
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会
は
３
年
ぶ
り
に
通
常
開
催

と
な
り
、
１０
月
２８
・
２９
日

員
の
賛
成
で
確
立
し
ま
し

た
。
討
論
で
は
１２
人
（
特
別

発
言
・
文
書
発
言
を
含
む
）

が
発
言
し
、
建
設
的
な
意
見

が
相
次
ぎ
ま
し
た
。 

 

大
会
後
は
た
だ
ち
に
秋
季

年
末
闘
争
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、
２４
年
春
闘
の
勝
利
を

目
指
し
、
諸
課
題
の
推
進
、

組
織
の
拡
大
・
強
化
の
た
め

一
人
ひ
と
り
が
主
体
と
な
っ

て
奮
闘
し
て
い
こ
う
と
確
認

し
ま
し
た
。 

 

の
２
日
間
に
わ
た
り
、
建
交

労
会
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。 

来
賓
に
は
、
大
阪
府
本

部
・
前
村
執
行
委
員
長
を
お

招
き
し
ま
し
た
。 

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
略
は
深
刻
な
状
況
の
ま

ま
、
イ
ス
ラ
エ
ル
に
よ
る
ガ

ザ
地
区
へ
の
報
復
攻
撃
と
い

う
平
和
を
脅
か
さ
れ
る
事
態

が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
国
内

で
は
、
夜
物
価
高
騰
、
原
油

高
、
円
安
と
労
働
者
・
国
民

の
暮
ら
し
に
大
き
な
打
撃
を

与
え
て
い
ま
す
。 

 

大
会
は
「
全
組
合
員
参
加

の
活
動
で
１
，
０
０
０
名
支

部
建
設
の
実
現
を
、
ブ
ロ
ッ

ク
・
職
場
の
機
能
強
化
を
は

か
り
要
求
闘
争
を
実
現
さ
せ

よ
う
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
し

た
２４
年
度
運
動
方
針
を
全

 

コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
、

関
西
支
部
第

５９
回
定
期
大
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大
阪
ト
ラ
ッ
ク
部
会
は
、

１０
月
２５
日
（
水
）
ト
ラ
ッ
ク

労
働
者
の
労
働
環
境
改
善
を

求
め
る
要
請
行
動
を
近
畿
運

輸
局
、
大
阪
労
働
局
、
大
阪

ト
ラ
ッ
ク
協
会
へ
終
日
で
取

り
組
み
ま
し
た
。 

 

午
前
１０
時
３０
分
か
ら
行

っ
た
近
畿
運
輸
局
と
の
交
渉

に
は
、
大
阪
ト
ラ
ッ
ク
部
会

５
名
と
建
交
労
大
阪
府
本

部
・
荻
田
書
記
長
が
参
加
。

要
請
項
目
５
項
目
「
改
善
基

準
告
示
」
な
ど
と
の
関
連
や

「
働
き
方
改
革
関
連
法
」
に

基
づ
く
要
請
を
行
い
ま
し

た
。
一
地
方
局
と
の
交
渉
で

は
、
明
確
な
回
答
を
得
る
事

が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

実
り
あ
る
意
見
交
換
が
出
来

ま
し
た
。
近
畿
運
輸
局
は
、

私
見
で
は
あ
り
ま
す
が
、
と

前
置
き
し
た
上
で
「
２
人
乗

り
の
長
距
離
運
行
で
１
人
が

車
輌
内
ベ
ッ
ド
に
仮
眠
を
取
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請
内
容
は
、「
標
準
的
な
運
賃

の
告
示
制
度
の
実
効
性
確
保
、

ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

管
理
運
営
に
つ
い
て
、
宿
泊
費

補
助
や
値
下
げ
、
休
憩
施
設
の

拡
充
」
な
ど
に
つ
い
て
意
見
交

換
し
ま
し
た
。
大
阪
ト
ラ
ッ
ク

協
会
の
見
解
は
、「
休
憩
す
る

施
設
が
少
な
い
か
ら
路
上
駐

車
し
て
仮
眠
を
と
る
ド
ラ
イ

バ
ー
が
多
い
。
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
の
増
設
が
必
要
、
南

港
や
南
の
地
域
に
も
必
要
だ

と
思
う
。」
な
ど
の
意
見
交
換

を
し
ま
し
た
。
今
回
の
地
方
局

と
協
会
へ
の
要
請
し
た
内
容

も
含
め
、
１１
月
１０
日
（
金
）

は
建
交
労
中
央
行
動
が
行
わ

れ
、
厚
生
労
働
省
・
国
土
交
通

省
・
経
済
産
業
省
や
大
手
ゼ
ネ

コ
ン
と
の
交
渉
が
あ
り
ま
す
。

来
年
４
月
か
ら
実
施
さ
れ
る

「
２
０
２
４
年
問
題
」
は
、
建

交
労
に
と
っ
て
重
要
な
た
た

か
い
に
な
り
ま
す
。
組
合
員
の

総
力
を
結
集
し
て
魅
力
あ
る

業
種
に
変
え
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

制
の
強
化
」
な
ど
に
つ
い
て
意

見
交
換
し
ま
し
た
。
問
題
は
、

労
働
時
間
・
拘
束
時
間
の
上
限

規
制
は
過
労
死
ラ
イ
ン
と
認

め
ら
れ
る
時
間
で
あ
る
こ
と
。

さ
ら
に
、
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ

ー
の
時
間
給
は
最
低
賃
金
に

近
い
時
間
給
に
な
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
上
限
規
制
を
上
回

る
時
間
外
労
働
を
し
な
い
と

生
活
が
成
り
立
た
な
い
実
態

も
あ
り
ま
す
。 

 

こ
う
し
た
実
態
を
踏
ま
え

る
と
、
産
業
別
特
定
最
賃
が
認

め
ら
れ
る
基
準
を
引
き
下
げ

な
け
れ
ば
産
業
別
特
定
最
賃

の
実
現
が
厳
し
い
状
況
で
す
。

そ
の
後
、
１５
時
か
ら
は
、
大

阪
ト
ラ
ッ
ク
協
会
へ
要
請
。
要

げ
る
の
で
あ
れ
ば
安
全
に

走
行
出
来
る
ト
ラ
ッ
ク
を

製
造
し
て
か
ら
で
な
い
と

い
け
な
い
。」
と
い
う
見
解

で
し
た
。
午
後
１３
時
か
ら

は
、
大
阪
労
働
局
と
交
渉

し
、「
改
善
基
準
告
示
」、「
産

業
別
特
定
最
賃
」、「
監
査
体

る
場
合
（
走
行
中
）、
座
席
と

し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
の
か

と
い
う
問
題
が
あ
り
ま
す
。
座

席
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
な

い
の
に
、
ひ
と
り
が
運
転
し
て

ひ
と
り
が
仮
眠
を
取
る
こ
と

は
道
路
交
通
法
違
反
に
な
る
。

高
速
道
路
で
の
８０
㎞
規
制
を

９０
㎞
も
し
く
は
、
１
０
０
㎞

走
行
で
検
討
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
現
在
の
ト
ラ
ッ
ク
は
ス
ピ

ー
ド
規
制
を
あ
げ
た
場
合
に

安
全
に
走
行
出
来
る
車
両
で

は
な
い
。
ス
ピ
ー
ド
規
制
を
上



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こ
か
に
電
話
で
連
絡
し
て
い

る
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。
私
た

ち
が
配
布
す
る
ビ
ラ
は
、
ヤ
マ

ト
運
輸
の
協
力
会
社
や
ヤ
マ

ト
運
輸
の
正
社
員
の
方
々
の

９５
％
の
方
が
快
く
受
け
取
っ

て
く
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
ヤ

マ
ト
運
輸
の
社
員
の
方
は
、
ビ

ラ
を
受
け
取
っ
た
時
に
「
ひ
ど

い
話
し
や
な
！
パ
ー
ト
従
業

員
の
方
に
渡
し
て
あ
げ
る

わ
！
応
援
し
て
い
る
か
ら
是

非
頑
張
っ
て
や
！
」
と
激
励
し

て
く
れ
ま
し
た
。
今
回
、
配
布

し
た
組
織
宣
伝
ビ
ラ
は
、
マ
ス

コ
ミ
の
影
響
も
あ
り
、
ド
ラ
イ

バ
ー
の
方
々
も
感
心
が
あ
る

よ
う
で
し
た
。
現
在
、
ヤ
マ
ト

運
輸
で
働
く
パ
ー
ト
従
業
員

の
方
か
ら
相
談
が
あ
る
も
の

の
組
合
結
成
に
至
っ
て
い
ま

せ
ん
が
、
引
き
続
き
宣
伝
を
行

う
予
定
で
す
。
建
交
労
大
阪
府

本
部
は
、
労
働
者
を
平
気
で
使

い
捨
て
に
す
る
ヤ
マ
ト
運
輸

の
経
営
方
針
を
許
さ
ず
、
労
働

者
が
安
心
し
て
働
け
る
職
場

環
境
を
つ
く
る
こ
と
を
め
ざ

し
奮
闘
す
る
決
意
で
す
。 

 

輸
と
建
交
労
ヤ
マ
ト
運
輸

分
会
が
団
体
交
渉
を
行
っ

た
結
果
、
解
雇
を
撤
回
さ
せ

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
し

か
し
、
ヤ
マ
ト
運
輸
は
全
国

に
３
万
人
に
も
の
ぼ
る
パ

ー
ト
従
業
員
・
配
達
員
の
解

雇
通
告
を
撤
回
し
て
い
ま

せ
ん
。
建
交
労
が
組
織
し
た

一
部
の
パ
ー
ト
従
業
員
の

み
が
解
雇
を
撤
回
さ
せ
た

だ
け
で
す
。
ま
た
、
配
達
員

の
中
に
は
、
個
人
事
業
主
と

 

大
阪
府
本
部
は
、
１１
月
４

日
（
土
）
午
前
１０
時
４０
分
か

ら
約
１
時
間
、
大
阪
市
住
之
江

区
に
所
在
地
を
置
く
、
ヤ
マ
ト

運
輸
大
阪
主
管
支
店
前
で
組

織
拡
大
宣
伝
を
行
い
ま
し
た
。 

 

参
加
者
は
、
大
阪
府
本
部
・

前
村
執
行
委
員
長
、
荻
田
書
記

長
、
橋
本
執
行
委
員
、
此
花
支

部
１
名
、
兵
庫
合
同
支
部
１
名

が
参
加
。
１
時
間
で
１
０
０
個

の
テ
ィ
ッ
シ
ュ
入
り
ビ
ラ
と

ヤ
マ
ト
運
輸
パ
ー
ト
従
業

員
・
個
人
事
業
主
向
け
の
ビ
ラ

を
配
布
し
ま
し
た
。 

 

ヤ
マ
ト
運
輸
は
、
ク
ロ
ネ
コ

Ｄ
Ｍ
便
を
日
本
郵
便
に
移
管

す
る
と
し
て
、
パ
ー
ト
従
業
員

や
配
達
員
に
対
し
て
、
２
０
２

４
年
１
月
末
の
契
約
終
了
を

通
告
し
ま
し
た
。
納
得
が
い
か

な
い
茨
城
県
で
働
く
パ
ー
ト

従
業
員
が
建
交
労
茨
城
県
本

部
に
相
談
し
、
建
交
労
ヤ
マ
ト

運
輸
分
会
を
結
成
。
ヤ
マ
ト
運

パ
ー
ト
の
方
が
い
ま
す
。
個

人
事
業
主
と
の
契
約
解
除

に
納
得
が
い
か
な
い
軽
貨

物
事
業
主
が
建
交
労
神
奈

川
県
本
部
に
相
談
し
、
組
合

結
成
し
た
も
の
の
、
ヤ
マ
ト

運
輸
は
団
体
交
渉
を
拒
否

し
て
い
ま
す
。 

 

ヤ
マ
ト
運
輸
の
主
張
は
、

「
個
人
事
業
主
だ
と
主
張

し
、
団
体
交
渉
に
応
じ
ら
れ

な
い
。」
と
回
答
し
て
い
ま

す
が
、
個
人
事
業
主
も
労
組

法
の
労
働
者
で
あ
る
こ
と

は
言
う
ま
で
も
な
く
、
団
体

交
渉
を
拒
否
で
き
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
さ
ら

に
、
ヤ
マ
ト
運
輸
は
、
個
人
事

業
主
に
ヤ
マ
ト
運
輸
の
ユ
ニ

ホ
ー
ム
を
義
務
づ
け
、
配
達
ル

ー
ト
を
Ｇ
Ｐ
Ｓ
で
管
理
し
て

い
ま
す
。
く
わ
え
て
、
パ
ー
ト

従
業
員
も
全
く
同
じ
仕
事
を

し
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
偽
装

請
負
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。 

こ
う
し
た
中
、
建
交
労
大
阪

府
本
部
は
、
ヤ
マ
ト
運
輸
の
大

阪
府
内
で
働
く
パ
ー
ト
従
業

員
と
配
達
員
へ
組
合
加
入
し

て
い
た
だ
く
ビ
ラ
配
布
を
大

阪
主
管
支
店
前
で
行
い
ま
し

た
。
危
機
感
を
持
っ
た
の
か
不

明
で
す
が
、
ヤ
マ
ト
運
輸
の
管

理
職
と
思
わ
れ
る
方
達
は
、
私

た
ち
が
宣
伝
す
る
様
子
を
写

真
と
動
画
を
取
り
に
来
て
、
ど
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の
生
コ
ン
業
種
の
取
り
組
み

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
２
日
間

に
わ
た
っ
て
の
討
論
は
、
２４

春
闘
で
の
構
え
や
要
求
討
議

に
つ
い
て
の
活
発
な
討
論
と

な
り
、
展
望
が
も
て
る
春
闘
討

論
集
会
に
な
り
ま
し
た
。 

 

合
給
制
で
働
い
て
い
る
の

で
、
仕
事
が
減
る
と
賃
金
が

下
が
る
の
で
な
い
か
と
懸
念

す
る
ド
ラ
イ
バ
ー
が
多
い
。」

と
報
告
。
病
種
別
部
会
の
報

告
が
終
了
後
は
、
ダ
ン
プ
・

学
童
・
ト
ラ
ッ
ク
・
一
般
に

分
か
れ
て
分
散
会
で
議
論

し
、
初
日
は
終
了
。 

 

２
日
目
は
、
各
分
散
会
か

ら
報
告
が
あ
り
、
全
体
討
論

を
行
い
ま
し
た
。
大
阪
府
か

ら
の
発
言
は
、
関
西
合
同
支

部
太
田
貨
物
班
の
争
議
報
告

と
関
西
支
部
・
本
多
委
員
長

と
呼
び
か
け
ま
し
た
。」
そ
の

後
に
廣
瀬
書
記
長
か
ら
春
闘

方
針
案
が
提
起
さ
れ
ま
し

た
。 

 

業
種
別
部
会
か
ら
の
報
告

で
は
、
大
阪
ト
ラ
ッ
ク
部

会
・
芦
崎
事
務
局
長
が
全
国

ト
ラ
ッ
ク
部
会
と
し
て
の
報

告
。
芦
崎
事
務
局
長
は
、「
２

０
２
４
年
問
題
は
、
労
働
時

間
・
拘
束
時
間
の
上
限
規
制

が
適
用
さ
れ
る
。
し
か
し
、

１
番
反
対
し
て
い
る
の
は
ト

ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
で
あ

る
。
中
小
企
業
の
大
半
が
歩

「
今
の
政
府
の
お
金
の
使
い
方

が
戦
争
す
る
国
に
向
か
っ
て
い

る
。
軍
備
拡
大
で
は
な
く
国
民

生
活
を
支
え
る
税
金
の
使
い
方

に
変
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
、
失
わ
れ
た
３０
年
と
言
わ

れ
る
よ
う
に
労
働
者
の
実
質
賃

金
が
下
が
っ
て
い
ま
す
。
２
４

春
闘
で
は
物
価
高
騰
を
上
回
る

賃
上
げ
が
必
要
で
す
。
そ
し
て
、

要
求
討
議
が
重
要
で
、
生
活
実

態
を
職
場
で
語
り
、
要
求
を
組

み
立
て
る
こ
と
も
必
要
で
す
。」

 

建
交
労
中
央
本
部
２
０
２

４
年
春
闘
討
論
集
会
は
、
１

１
月
２５
日
・
２６
日
（
土
・
日
）

の
２
日
間
に
わ
た
っ
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
大
阪
府
か
ら

は
、
１２
名
が
参
加
。
全
体
の

参
加
者
は
９３
名
。
石
田
副
委

員
長
の
開
会
あ
い
さ
つ
で
始

ま
り
、
座
長
に
は
足
立
副
委

員
長
が
議
事
を
進
め
ま
し

た
。
冒
頭
に
主
催
者
を
代
表

し
て
角
田
執
行
委
員
長
が
あ

い
さ
つ
。
角
田
委
員
長
は
、

ＮＯ９９（４）           建交労大阪府本部機関紙             2023年 11 月号         

 


